
周波数オークションの導入に関する論点（案） 

１ 導入目的 
  「電波の経済的価値を反映した負担を求めることによる電波の能率的な利用」、「免許手続きの透明性確保」、「国民共有の財産
を国民全体のために活用」等、オークションの導入目的は何か。 

２ 払込金の法的性格 
  電波を利用するために払込金を支払わなければならない理由は何か。 
  （税、公物占用料、電波利用料等の他制度との切り分けの検討も必要。） 

３ 収入の使途 
  一般財源か、特定財源か。 

４ 対象範囲 
  ①競願が発生する無線システム全て（携帯電話、放送、人工衛星等）を対象とするか。  
  ②再免許時にオークションを行うか。 

５ 制度設計 
（１） 以下のような懸念事項を解決するためにどのような方策をとるべきか。  
  ①落札額が高騰しないか。 
  ②公正な競争が歪められないか（特定の有力事業者による買い占め等）。 
  ③将来的な周波数の迅速な再編に支障を来さないか。 
（２）具体的な実施方法をどのようにすべきか。 
  ①オークション参加資格  ②入札すべき内容（払込金の絶対額等） 
  ③最低落札価格の設定の是非、設定方法  ④入札方法、入札状況の公表方法等（システム開発を含む。） 
  ⑤一定のエリアカバー率の義務付け  ⑥ネットワークの他事業者への開放の義務付け 
  ⑦落札者による払込金の納付方法  ⑧落札者における払込金の会計処理方法  ⑨談合等不正行為の防止方法 

６ 二次取引 
  ・二次取引（転売）を認めるべきか。 

７ 電波利用料制度との関係 
  ・オークション導入に伴う電波利用料制度の在り方 

８ 免許制度との関係 
  ①オークションと免許制度の関係の整理  ②免許の有効期間（現行５年）の見直し 

９ その他 
  ・外国資本の位置づけ 
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